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Thank you, Shichikashuku! 
I never thought I would stay this long but 
Shichikashuku has been my home for the 
last 3 years. My time here has been the best 
experience of my life and I wish I could have 
stayed longer but the time has come to take the 
next step towards my future.

I want to thank you for letting me be a part 
of your community, I have felt welcomed 
by you since my first day and I am warmed 
by the kindness and love shown to me by 
Shichikashuku. Thank you to the parents for 
always talking to me and saying hello when you 
see me around the town, offering to help me 
and making me feel like I belong.  

Thank you to my teachers for teaching and 
helping me, not only to be a good teacher but 
also about life. You have made me a better 
person and I am honored to have had the 
opportunity to work with you. 

And to my students, and the children at 
Elementary School, Junior High School, Nursery 
School, Nishiyama High School and even 
Shiroishi High School. You have welcomed me 
as the town ALT from the first time I met you, 
you are always excited to see me and make 
me feel happy to be your ALT. Even though I 
was your teacher it felt like we were friends. 
You are the main reason I chose to stay in 
Shichikashuku. I have watched you grow up, I 
have watched you learn to speak English and 
even Japanese. I am so proud of you! You are 
smart, kind and really cool. I could not have had 
better students. Please do your best!

This article is not a good bye, it is a thank you 
message. I will always remember Shichikashuku 
and visit  as much as I  can. Thank you, 
Shichikashuku!  

ジイ
ソ の
おはなし
ンェ 七ヶ宿ありがとう！

　こんなに長くいるとは思いませんでしたが、
七ヶ宿に住んで３年が経ちました。ここでの
生活は人生で一番の経験であり、もっと長く
いれればと思いますが、将来に向けて次のス
テップに移る時が来ました。
　初日から歓迎していただき、七ヶ宿のみな
さんの温かい優しさに、そして、みなさんのコ
ミュニティーに加えていただいたことに感謝し
たいと思います。町の中で会った時にいつも
声をかけてくれ、手を差し伸べてくれ、自分
が地域の一員であることを感じさせてくれた
保護者のみなさん、ありがとうございました。
　いい先生になることだけではなく、人生に
ついて色々なことを教えてくれ、お手伝いいた
だいた先生方、ありがとうございました。皆さ
んのおかげで成長でき、一緒に働けたことを
光栄に思います。
　そして、生徒のみなさん、小学生、中学
生、保育園、西山高校、白石高校のみなさんも。
町のＡＬＴとして初めて会った時から歓迎して
いただき、いつも会うのを楽しみにしてくれた、
みんなのＡＬＴになれたことが幸せでした。私
はみんなの先生でしたが、友達のように感じ
ていました。みんながいたから、長く七ヶ宿に
いることを決めました。みんなの成長を、英
語、そして日本語さえも学ぶ姿を見てきまし
た。みんなを誇りに思います！賢くて、優しく
て、本当にいい生徒たちです。こんなにいい
生徒は他にいないでしょう。どうか、これから
もがんばって下さい！
　この記事はさようならではなく、ありがとう
のメッセージです。いつも七ヶ宿のことを思っ
ています。そ
して、できる
限りまた訪れ
たいと思いま
す。 七 ヶ 宿、
ありがとう！

　
８
月
15
日
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に

て
、
成
人
を
祝
う
会
を
実
施
し
ま

す
。
今
年
も
実
行
委
員
に
よ
る
思

い
出
に
残
る
成
人
式
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
町
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
記

念
講
演
や
、
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
さ
ら
に
新
成
人
た
ち
に

よ
る
二
十
歳
宣
言
や
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

町
民
の
方
も
一
緒
に
ご
覧
下
さ
い
。

【
第
71
回
成
人
式
】

●
日　
時　
８
月
15
日（
木
）　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

●
会　
場　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
内　
容　
式
典

　
　
　
記
念
講
演 

      　
講
師　
渡
部　
秀
文
さ
ん

　
　
　
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
７
月
18
日（
木
）に
、
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
園
芸
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
、

季
節
の
花
の
寄
せ
植
え
を
楽
し
み

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、
好

み
の
花
を
手
に
取
り
、
思
い
思
い

の
鉢
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

小
型
の
ひ
ま
わ
り
等
も
準
備
さ
れ
、

夏
ら
し
く
鮮
や
か
な
も
の
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　
６
月
24
日（
月
）に
１・２・３
ク

ラ
ブ
を
開
催
し
、
11
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

国
見
町
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
史

跡
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
３・

３
㎞
の
道
の
り
を
、
会
話
や
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　
《
個
人
》　
柔
道

　
男
子
73 

kg 

級

　
　
　
日
野
陽
斗
さ
ん（
東
北
高
）

　
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
お
い
て
、
県

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
東

北
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
を
紹
介

し
ま
す
。

●�

第
74
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競

技
大
会
（
秋
田
市
）

　
《
個
人
》　
陸
上

　
女
子
砲
丸
投

　
　
　
秋
葉
珠
莉
さ
ん（
白
石
高
）

●�

第
69
回
東
北
高
等
学
校
柔
道
大

会
（
大
崎
市
）

豊
鈴
者
大
学
園
芸
ク
ラ
ブ

豊
鈴
者
大
学
１・２・３
ク
ラ
ブ

婦
人
会
館
一
日
研
修
会

水
と
歴
史
の
館
企
画
展

成
人
を
祝
う
会
実
行
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
６
月
28
日
（
金
）
に
仙
台
市
の

み
や
ぎ
婦
人
会
館
で
一
日
研
修
会

を
開
催
し
、
各
地
区
か
ら
24
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
素
肌
キ
レ
イ
レ
ッ

ス
ン
を
受
講
し
、
普
段
か
ら
で
き

る
肌
の
ケ
ア
に
関
す
る
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
賀
城
あ
や
め
園
と
仙

台
市
杜
の
市
場
を
見
学
し
、
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
同
士
の
交
流
も
あ
り
、
女
性
な

ら
で
は
の
教
養
を
豊
か
に
し
た
研

修
で
し
た
。

『
七
ヶ
宿
街
道
沿
い
の
石
の
祈
り

～
石
が
語
り
か
け
る
歴
史
と
文
化

～
』

●
期
間　
７
月
23
日
（
火
）
～

　
　
　
　
９
月
29
日
（
日
）

令
和
元
年
度
企
画
展
開
催
中

「
七
ヶ
宿
街
道
沿
い
の

　
　
　
　
　
　
　
石
の
祈
り
」

　
七
ヶ
宿
町
で
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
石
碑
や
石
仏
の
石
造
文
化
財

は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
約

２
５
０
基
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

良
く
見
か
け
る
寺
社
の
境
内
や
道

路
沿
い
に
あ
る
石
造
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
そ
こ
に
生
き
て
き
た
人
々

の
生
活
や
信
仰
に
関
わ
る
も
の
で
、

石
造
文
化
財
と
し
て
町
の
歴
史
や

文
化
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
は
、
そ
う
し
た

人
々
の
思
い
を
石
碑
や
石
仏
に
託

し
建
立
さ
れ
た
も
の
を
実
物
の
石

像
と
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。


